降下 を 開始 し た 。 彼 ら は 、 バ ッ フ ・ ク ラン と 名 の る 異 星人 
で 、 そ の 星 に 伝え られ る 伝説 の カバ イデ ” の 調査 隊 だ っ た 。 
ツ ロ て 、 地 球 人 と バッ フッ ャ クラン は 出 会 ら だ 。 し か し 、 
それ は 戦闘 と いう 最悪 の 形 で の 出会い で あっ た 。 そ の 戦闘 
の 中 で 、 調 査 中 の 遺跡 が 動き は じ め た の だ 、 3 台 の 機械 は 
自ら 変形 し ひと つ に な っ た 。 そ し て 、 そ こ に 巨大 な か ロボ 、。 
- ト が H 旧 し た 。。 0 0 半 
物語 の 中 心 と : 
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人 類 の 足跡 は 、 銀 河 系 は も と より 
造 か アン ドロ メダ に も し る され た 。 
時 は 未来 一 一 人 々 は 、 地 球 か ら 多 
く の 星 々 に 移り 住み 、 な お その 拡 
大 は 続い て いた 。 

そう し た 移民 星 の ひ と つ に 、 ア ン 
ドロ メタ 星雲 に 開拓 され つつ ある 
ソロ 星 が あ っ た 。 緑 な す 大 地 ・ 青 
く 澄ん だ 大 気 一 一 それ ら は 、 故 郷 
地球 に 似 て 、 人 々 を 暖か く 迎 えて 
くれ た か に 見 えた 。 し か し 、 科 学 
者 た ち が 、 地 中 より 発見 し た 前 文 
明 の 遺跡 が 、 ソ ロ 星 を 、 そ し て 宇 
再 を 諾 拭 さ せよ うと し て いた …… 8 
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ソロ 星 衛 星 軌 道 を 今 、 地 球 の も の と 
は まっ た くく 違っ た 宇宙 船 が 周回 し て い 
た 。 その 宇宙 船 の デッキ の ひと つが 開 
く と 、 小 型 機 が ソロ 星 大 気 國 へ と 降下 
し LM た 5 才 は 、 パッ ツテ デ ッ タ テン 
と 自ら を 呼ぶ 異 星人 の も の で あっ た 。 

小型 機 は 、 バ ッ フ ・ ク ラン の 軍 総 司 
令 を 勤め る ドド バ ・ ア ジ バ の 娘 、 カ ララ 
の 乗 機 で あっ た 。 指揮 官 の キジ ェ は 、 
た だ ち に 部 下 に カラ ラ を 追わ せ た 。 し 
か し 、 カ ララ を つれ 戻し に 後 を 追っ た 


0 


2 機 が 、 地 球 人 の 軍用 車 に 攻撃 を 浴び 
せ た 。 これが 、 事 件 の 発端 で あっ た 。 
戦い は 、 ソ ロ 星 の 遺跡 発掘 現場 に 、 
唯一 の 都市 ニュ ー ロ ピア に 広がっ た 。 
その 中 で 、 発 掘 責任 者 ユウ キ 博 士 の 息 
子 コ スモ 、 友 人 の デ ク 、 カ ー シ ャ 、 科 
学者 の シェ リル 、 土 官 候補 生 の べ ス た 
ち は 、 道 跡 の 中 の 3 台 の 機械 が 、 信 じ 
られ な い 動き を する の を 知っ た 。 彼ら 
の 乗っ た 3 台 は 、 自 ら 変 形 し ひと つ に 
な り 、 巨 大 な ロボ ッ ト の 姿 と な っ た 。 


バッ フ ・ ク ラン は 、 彼 ら の 量 に 伝 わ 
る 無限 の カーー イ デ の 存在 を 、 こ の 巨 
大 な 姿 に 感じ た 。 し か し 、 な お 戦い は 
激化 し て いく 。 ニ ュー ロ ピ ア は 和 炎上 し 、 
人 々 は 先 を 争っ て 第 2 発掘 現場 に 逃れ 
た 。 そ の 中 に は 、 ソ ロ 量 に 降下 し た バ 
ツブ プ ェ ィ タ ラシーー カ ダラ ん た 生 着 ゆ マヤ 
ヤ の 凄 が あっ た 。 その 時 、 遺 跡 で あっ 
た は ず の 宇宙 船 が 、 巨 大 ロボ ッ ト を 乗 
せ 、 反 物質 エン ジン の うな り を 響かせ 
な が ら 上 明 を 開始 し た 。 
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ロッ タ の 銃弾 か 
カラ ラ に 集中 する 
憎しみ を こめ て … 


巨大 が ロボ ッ ト は 、 ソ ロ 呈 の 遺跡 に 
あっ た 文字 か ら イ デオ ン と 呼ば れ て い 
た こと が わか っ た 。 そ し て 、 宇宙 征 は 
誰 言 うと な く ソ ロ シ ッ プ と 名 づけ られ 
た 。 そ し て 今 、 ソ ロ シ ッ プ は 、 亜 空間 
飛行 一 一 デス ドラ イフ プ に 入っ た 。 

カラ ラ は 、 ソ ロ シ ッ プ へ 乗船 し て 間 
も な く 〈、 移 民 者 リス ト に 記載 され て い 
な いこ と が 判り 、 そ の 正体 を 知ら れ て 
し まっ つた 。 また 、 マ ヤヤ は 、 琴 問 の た 
め 船 倉 か ら 連 れ 出 され る 時 、 両親 を バ 
ッ ツク プ ブッ クラ ン の 攻 軸 で 和 失っ た ロッ タダ の 
た め に 射殺 され た 。 カ ララ は 、 な お 鐘 
を むけ る ロッ タ の 前 に 立っ た 。 諾 える 
指 で 、 ロ ッ タ は 引き 人 金 を 引く 〈。 空気 を 
裂 い て 弾丸 が カラ ラ を か すめ 、 数 発 が 
後方 に 飛び 去っ た 。 や が て 、 銃 声 は 絶 
え 、 ロ ッ タ の 鳴 咽 が 長く 〈 尾 を 引い て 響 
も NE 

や が て 、 カ ララ の 存在 は 、 ソ ロ シ ッ 
の 中 て 内 きき て な っ て いっ た 。 カラ ラ 
の 語っ た 伝説 一 イ デ の 実 を 食べ 、 女 
王 を 助け る 英雄 の 話 は 、 シ ェ リ ル の イ 
デ の 研究 に も 貢献 し た 。 イ デ は 、 ソ ロ 
星 に 住ん で いた 第 六 文 明 人 ” と 地球 
人 が 呼ぶ 人 々 が 、 そ の 意志 と 知能 を 集 
積 し て エネ ルキ ギー 化し た も の らし い 、 
と シェ リル は 仮説 を 立て て いた 。 

一 方 、 死 ん だ マヤ ヤ が ソロ シッ プ に 
残し た 生体 発振 器 は 、 バ ッ フ ・ ク ラン 
の 新手 、 カ ララ の 姉 ハ ルル を 呼び よせ 
で Mt た 。 光 う と も 知ら ず 。 ジ シェリ 9 ル は 、 
地球 の コン ピ ビ ピュー ター に よる イデ 分 析 
を 果たそ うと 、 カ ララ を 人 質 に 軽 巡 洋 
艦 キ ャ リオ カ で ソロ シッ プ を 脱出 し た 。 

キャ リオ カ に 迫る ハル ル の 部 隊 は 、 
カラ ラ の 存在 を 無視 し て 逆 に 人 質 と し 
て キャ リオ カ を 捕獲 、 イ デオ ン と の 交 
換 を 迫っ た 。 コ スモ は 、 イ デオ ン を 83 
機 に 分 離し 、 人 質 解放 と 同時 に 合体 さ 
世 商 を も て 、 イボ ・ パ クタ か ら 、 
イデ オノ バ へ 突入 し た の だ 。 乗り こん 
で きた バッ フ 兵 を 倒し 、 イ デオ ン は 
コス モ の 手 に 帰っ た 。 バ ッ フ ・ ク ラン 
の 作戦 指揮 福 ジ ル ん バル ・ ド ク は 、 そ の 
威力 の 前 に 乗 機 も ろ と も 消 減 し た 。 
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人 質 の か た に イデ オン を 引き 渡す が 、 


オ ン 側 され た 。 


コス モ の 苦し い 眠 り の 中 へ 
* イ テ ? は 現れ た 一 - そ れ は 
何 を 語 ろ うと いう の か !? 
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ソロ シッ プ へ 帰っ た カラ ラ は 、 脱 走 
の 責任 は 、 す べ て 自分 に ある と 証言 し 
て 。 ジェ エサ り サル た ちる を か ほっ た 。 そん ル な か な 
カラ タラ に 、 ペ スス は パッ アテ ・ ク ラン の 地 
球 の 位置 を 示し て くれ る よう に 頼ん だ 。 
さま ざま の 人 の 意志 と 苦悩 を 乗せ て 、 
ソロ シッ プ は 、 亜 空間 を 進み 続け る 。 

その 時 、 ソ ロ シ ッ プ の 至近 距離 に 、 
ハル ル の 乗る ドロ ワ ・ ザ ン が 接近 し た 。 
ソロ シッ プ の バ パワー が 起こ す 時 空 の 歪 
み が 、 二 隻 の 船 を 接近 させ た の だ 。 突 


然 の 敵 出現 に 、 ソ ロ シ ッ プ 側 も 臨戦 体 
夫 に 入っ た 。 ハ ルル も また 、 ソ ロ シ ッ 
プ 攻 撃 の 命令 を 下す 。 そ こ へ 、 ソ ロ 星 
の ギ ジ ェ を 救出 し た ダラ ム ・ ズ バ が 、 
通信 を 送っ て きた 。 それ は 、 ソ ロ シ ッ 
プ の プリッ ジ で も キャ ッ チ され た 。 
カラ ラ は 、 べ ベス の 頼み に 従っ て それ 
を 翻訳 し た 。 ダ ラム が ハル ル 援 護 に む 
か o ゥ て いる だ いう の だ 。 二 全 は 、 ほ ば 
同時 に 、 触 れ あ う よ う な 位置 に 出現 し 
た 。 戦い は 、 和 白兵戦 と な っ た 。 ソ ロジ シ 


ッ プ 内 に も バッ フ 兵 が 突入 し て くる 。 
その 乱戦 の 中 で 、 イ デオ ン は ドロ ワ ・ 
ザン を た た いた 。 ドロ ワウ ザン は ほ は 、 一 
瞬 の 内 に 爆発 し 、 ハ ルル は か ろう じ て 
脱出 し た 。 そ こ へ 、 ダ ラム の 率い る 新 
手 が イ デオ ン に 集中 砲火 を 浴び せ か け 
る 。 ダ ラム は 、 一 撃 を 加え た だ け で 、 
戦場 か ら 離 脱し た 。 し か し 、 コ スモ は 、 
輸血 を 受け る ほど の 傷 を 負っ て し まっ 
た 。 そ し て 、 そ の 苦し いま どろ み の 中 
スモ は イデ で と 計 還 し た の だ 。 
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ハル ル の 救援 に か けつ けた ダラ ム の ガン ガ ・ ル プ と の 戦い て 


ハル ル と ダラ ム は 、 か っ て の 恋人 同志 だ っ た 。 


ハル ル は 、 ダ ラム と 交替 する 形 で 後 
方 の 父 ド バ の も と へ 去っ た 。 昔 、 ハ ル 
ル が 想い を か け 、 そ の 求愛 を 断 わ っ た 
男 ダ ラム と の 再会 は 、 ハ ルル の 心 に 重 


いし こり を 残し た 。 

セッ タデ 紙 。 月 面 の ーー ン ラテ ンド 
に あっ た 。 地球 は 、 パ ッ ラ テッ ュ ク ラシン の 
攻撃 を 恐れ 、 ソ ロ シ ッ プ を 近づけ よう 
と せ ず 、 た だ ムー ン ラ ンド で の 補給 の 
み を 許し た の だ 。 そ の ソロ シッ プ に 、 
ダラ ム と ギ ジ ェ の 一 隊 が 近づき つつ あ 
っ た 。 英 の 頭 悩 に 直接 攻撃 を か ける ゲ 
ル 結 界 を 持つ バル メ ・ ザ ン 、 ブ ラム ・ 
ザン の 二 隻 が 主力 で ある 。 

月 面 は 、 そ の 前 衛 の 攻撃 を 受け 、 す 
で に 混乱 の 極 に 達し て いた 。 その 中 で 
シェ サル と ジョ リバ ほ 、 ム ー ン ラン トド 
の 当 / ュ ユ ュー ター 病 了 コル ポッ ク と と 
も に 、 軍 用 コン ピュ ー タ ー、 グ ロリ ア 
を 操作 し て いた 。 イ デ の 力 を 見 極め 、 
コン トロ ー ル する 方 法 を 捜 を うと いう 
の だ 。 戦い は 激化 する 。 コス モ は 、 戦 
闘 中 に 、 イ デオ ン に 乗っ て いた ルウ た 
ち を 発見 し た 。 そ こ へ 、 ゲ ル 結 界 を 天 
っ た バル メ ・ ザ ン と プ ブラム ・ ザ ン が 接 
近 す る 。 イ デオ ン の 中 の コス モ た ち は 、 
激しい 頭痛 に 苦し ん だ 。 無断 で 乗り 込 
ん だ ルウ や アー シュ ラ た ち も 、 そ の 例 
外 で は な か か っ た 。 火 の つい た よう に 、 
ルウ が 泣く 。 その 時 、 イ デオ ン の ゲー 
ジ が 、 す さま じい 輝き を 見 せ 、 両 腕 か 
ら ピ ビー が ほ と ば し っ た 。 それ 信 、 イ 
デオ ン の 両 脇 に あっ た バル メ ・ ザ ン と 
プラ ム ・ ザ ン を 断ち 切り 、 な お も 輝く 。 

キジ ェ は 、 か ろう じ て 脱 出す る と 月 
面 に 降り 立っ た 。 そ し て 、 そ こ に 倒れ 
て いた シェ リル を 発見 し た の だ 。 す で 
に 、 味 方 の 軍 に 見 すす られ た キジ ェ は 、 
イデ を 追求 する た め に 、 ソ ロ シ ッ プ に 
乗り こも うと 決心 し て いた 。 

危機 は 去っ た も の の 、 ソ ロ シ ッ プ に 
も 犠牲 者 が 出 た 。 看護 婦 の ラボ ー が 想 
い を 寄せ る モエ ラ が 、 イ デオ ノバ の 中 
に 散っ た 。 今 、 悲 し み の 心 と 、 瑞 で あ 
っ た ギ ジ ェ を 乗せ 、 無 限 カ ー イ デ の バ 
ワー を 秘め て ソロ シッ プ は 飛び 立っ た 。 
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@  @ 
(@2 zo/ gz リン バイク 
二 に こだま し 、 苦 悩 が 聞 を 切り 裂 い て 光 を 呼ぶ 、 善 き 魂 の 生ま れる きざし も 、 戦 い に 疲れ た 悲し い 魂 の 終 坦 を も すべ て 包ん て 。 
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WW NN マ 
上 

」 SI Lam 

N NN W 


NN 


No 


ン ン ン 
MM 


WW W 拉 『 AN 光 い は N M 6 NN 
AM ンー 間 提 


WW 
MI 党 7 


WNW 


" N 6 ) NANA 0 較 0 
NNANNNNIN NN NN NN NNN 還 日 w ODN W い WS 1 RNN いい 
NMMN N NN N N NM WW 


WW 
NNN 


\ MI NN NM 
NN 


N MN 
NNN MM 


NN 


NN 
NMMN 


NNNN 


る 瑞 の 群 は 、 巨 大 な 傷つい た 獣 を 迫っ て 突進 し 、 人 は 再び 炎 を 見 る 。 や が て 来る や すら き ぎ を 、 誰 も が 心 の 底 か ら 信じ る こと が で き な 〈 く な る ほど に “長い 長い 旅 。 
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(の 2 zo/ 名 2Z の の 


炎 と 光 の 中 で 、 戦 い 続け て きた 巨人 が 消え る 一 一 新 し 誕生 する 生命 た ち は 、 彼 の こと を 記 億 し 、 語 り 伝 えて いく の だ ろう か !? 


YU LU HKZUC 日 1 


ーー も P ゃ っ ミー 


ーー むか し 、 パ ッ フ プ 基 ほ は 女 主 に よっ て 平和 に 
。 治め られ て いた 。 と ころ が 、 9 つの 頭 を 持つ 
、 邪悪 な 怪獣 が 現われ 、 星 は 次 第 に 荒廃 し て ゆ 
。 き 、 バ ッ フ 族 は 食べ る 物 も な く や せ 細っ て い 
| つた 。 畜 王 の 意 人 〔【 た 《 ま し い 若 者 ) が 怪獣 
| た も も お か っ ん た が 、 か な うほ すず も な く (、 た だ 
くやし 涙 を 流す だ け だ っ た 。 そん な 青年 の 目 
、 の 前 に 、 天 か ら “イデ "” の 果実 が 降っ て きた 。 
| 6 が 0 
再び 怪獣 に 立ち むか っ た 。 怪獣 は 倒さ れ 、 バ 
、。 ツ フ 星 に は 緑 が 上 時 っ た 。 青年 三 英雄 は 、 了 け 
| た 女王 と 一 緒 に 、 平 和 に 大 らし た と いう 。 
だ が 、 英 雄 が 怪獣 を 倒せ な か っ た 時 に は 、 
怪獣 と も ども 英雄 も 、 星 の ひと つ に な っ て し 
! ま う Oo 
# パイ デ ?* は 薔 き 力 に よっ て 目覚 め る 。 人 と 人 
| と の 和 を 求め る な ら “イデ ” は 善き 力 を 示 
の 謎 は 、 数 信 年 と いう 時 0 の 上 て に 解き 4 人 eoY9 あ 人 胡 「 
2 人 0 これ が 、 パ バップ フ ・ ク ラン に 係わる イチ 
あか され よう と し て いる | 伝説 の 概要 で ある 。 同 様 の 「 英 雄 伝説 」 は 、 
ーーーーー- ョ | 地球 に も 残っ て いる し “イデア (理念 )* と し 


THE6th に て の 音声 も ある の だ 。 第 6 文明 人 と いう 共通 


、 する 遠い 過去 の 記憶 が 、 両 星 の 民 族 と も に 脈 
数 信 の 意志 の 茶 合 休 


| 々 と 生き 続け て いた の で ある 。 
遠い 過去 の 宇宙 で は 、 第 6 文明 人 (地球 人 精神 エネ ルギー に よる 「 意 志 の 場 」 を 作る ! 
が 6 番目 に 遭遇 し た 知 的 異 星人 ) が 繁栄 し て こと に と ど ま ら ず 、 第 6 文明 人 すべ て の 意志 
いた 。 高度 な 科学 文明 を 持つ 彼ら は 、 精 神 エ を 吸収 し つく し た の だ 。 こ う し て 誕生 し た の 
ネル キー の 利用 を 考え て いた 。 精神 エネ ルキ が パイ デ ?/ で ある 。 イ デ ?/ が で きた 時 イデ 
ー を 物質 エネ ルキ ー に 転化 する 金属 ・ イ デオ 本 体 は 自身 の パワ ー を 知ら な か っ た た め に 、 ( 
ナイ ト を 開発 し 、 そ れ を と り 入 れ た 巨大 な 乗 第 6 文明 人 を 減 ぼ し て し まっ た と も いえ る 。 
物 イデ オン と ソロ シッ プ を 建造 し た の で も し て "オデ と を 、 共和 れ 低 と も な かう イル 3 
ある 。 ン 、 ソ ロ シ ッ プ だ けが 残っ た 。 イ デオ シン が 全 1 
し か し 、 こ の シス テム の 力 は 、 第 6 文明 人 高 100 メー トル 以上 と いう スケ ー ル な の は 、 
の 想像 を 越え る も の だ っ た 。 実験 的 に は コン 第 6 文明 人 の 体格 が 人 間 の 2、3 倍 だ っ た か 
トロ ー ル で きた が 、 数 億 に 及ぶ 第 6 文明 人 の ら と 考え られ る 。 第 6 文明 人 は 、 精 神 的 に も 
意志 を 結集 し た 時 、 爆 発 的 に 始動 し て し まっ 肉体 的 に も “巨人 ′ だ っ た の だ 。 「 
た の で ある 。 
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『『 伝 説 世 神 イデ オン 」』 の 本 来 の 王 人 公 は イデ? 

0 
年 の 地下 深く 、 何 か を 待ち 続け て いた 。 そ し て 
衣 Co の の ) 才 朋 に よ つ て イア テア. は 
人 日記 の だ た だ 。、 イチ の 姜 ぶ と は 各 だ っ つた の か 7 | 
Cote も にし て 年 
出 だ の か | 

た の ナッ ・ グ ゲラ 3 


ceee: 


へ ト 
「1 


『 右 
ぐ 
4 
に 
J 
< ナ 
ー て 
= 
へ 
「 寺 
「 芽 


NR 


KEK CE 


Fac だ さっ 


ーー ーー 


地球 と バッ フ ・ ク ラン が “イデ?” を 使 
える ほど に 進化 し た 時 “イデ? は 両 惑 星 
に 流星 を 放っ た 。 つ まり 、 人 間 た ちの 注 
意 を 引く メッ セー ジ で ある 。 地球 人 は 移民 と 研究 の た め ソ ロ 
星 へ や っ て き て 、 有 眠っ て いた イデ オン と ソロ シッ プ を 発掘 し 
た 。 し も 、 パ リッ プッ クラ シン も オデ を 求め て 生れ た 。 イ 
デ ” は 、 若 き 心 で 自分 を 使っ て ほし か っ た の だ 。 

= こ が 、 地 球 人 と バッ フ ・ ク ラン は イデ ?* の 目前 で 戦闘 を 
始め て し まっ た 。 偶然 と は いえ 灯火 が 上 が り 、 戦 争 は また た 
〈 間 に 拡 大 し て いっ た 。 肉親 を 殺さ れ 、 友 を 傷つけ られ た 両 
民族 の 間 に 、 憎 し み が 生 まれ る 。-ーー- “イデ ” に と っ て も 予 
期 せ ぬ 出 来 事 で あっ た 。 憎しみ は 善き 心 を 生ま ず “イデ ” の 
善き 使い 方 が で き な く な る 。 この 人 間 た ち で は 駄目 な の だ 、 
新た な る 人 類 を 再生 させ ね ば と “イデ” は 判断 し た 。 だ が 
完全 に 河 話 きせ る こと は "イデ に と ゥ ら て も 林 け た いこ と で 
で きれ ば 両 民 族 を 和解 させ 、 善 き 道 を 創り た か っ た の だ 。 そ 
の た め の 可 能 性 は あっ た の で ある 。 それ は 、 バ パ バイ バー・ ル ウ 
を 代表 と する 、 純 粋 な 子ども た ちの 存在 だ っ た 。 ま た 、 コ ス 
モ た ちの 「 生 き 残 り た い 」 と いう 自己 防衛 本 能 も “イデ” が 
判断 する 善き 心 に 近い も の だ っ た 。 


第 6 文明 人 の 減 亡 は 、 地 球 人 と バッ フ ・ ク 
ラン の 創造 に つなが っ た ご イデ ” は 第 6 文明 
人 の 残 津 で ある 有機 体 を 、 双 方 の 惑星 に 埋め 
込ん だ の だ 。 それ が 人 類 に 進化 する た め に は 、 
意 単位 の 歳 月 が 必要 だ っ た 。 その 間 “イデ 
は ソロ 生 の 地底 で 、 自 分 を 正しく 〈 使 用 し て く 
れる 人 類 を 待っ て いた の で ある 。 この た め 、 
地球 本 星 と バッ フ ・ ク ラン 本 星 は 、 ソ ロ 星 を 
中 心 に ほほ 等 位置 に ある わけ だ 。 


voe 


ば ら 色 の 辱 が 君 を ま よわ 
7 の 7707 の 7//77 の 07 の 
ひみ | 0 直 わ 079 上 10 | 
生ま れ で る 君 が ら ば 


どう し て 人 は 種まき で めく の か 
死に めく た め と あま さら め きれ ず 
字 岳 が 


( 


大 砂 こ 起 つ 互 存 


地球 人 た ち が ソ ロ 和 量 の 地 中 か ら 発 掘 し た の ラン の 攻撃 で 、 コ スモ た ち が 死 地 に お ちい っ 
は 、 赤 い 3 つの メカ と 、 反 物質 エン ジン を 備 た 時 で ある 。 打算 を 含ま な い 自己 防衛 本 能 が 
えた 不思議 な 遺跡 だ っ た 。 赤 い メ カ は 、 科 学 イデ” を 呼び さま し 、 3 つの メカ は 合体 し 
庁 長官 の 息子 ユエ ウキ ・ コ スモ ら 少 年 少女 が 乗 て イデ オン と な っ た の で ある 。 | 
ら な いと 動か な いこ と を 発見 し た 。 これ は 、 イデ オン は 元 来 戦闘 用 に 作ら れ た も の で は 

"イデ ” が 大 人 た ちの 心 に は 反応 し な か っ た ない 。 第 6 文明 た 人 に と っ て は 、 カ に 対す る 牟 #.| 


4 


こと を 示し て いる 。 し か し 、 こ の 段階 で は 、 望 を 形 に 現 わ し た 、 一 種 の シン ボル だ っ た の | 
メカ が 何 を 意味 する の か 、 ど ん な 力 を 持つ の だ ろう 。 3 つの メカ に 分 けた の は 、 第 6 文明 | 
か は まっ た ん く (判ら な か っ た 。 | 
それ が 本 格 的 に 始動 し た の は 、 バ ッ フ ・ ク 


人 の 意識 的 作 意 (た と えば 、 地 球 で いう 知 ・ | 
力 ・ 心 の よう な ) で あっ た と 考え られ る 。 | 


の 2822 

イデ オン 及び ソロ シッ プ 

の コン トロ ー ル は 、 操縦 者 
以外 に よっ て も 成 さ れる 。 4 ! 7 

これ は “イデ” が 自ら 制御 | 四 き | 関 ア ノレ // 

///// し て いる た め だ 。 イ デオ ン 上 職 [ 

/ 1 に 続い て 地 中 深 く 〈 埋 まっ て 

ア | いた ソロ シッ プ が 復活 し て 

| 宇宙 に 飛び 立っ た の も バイ 

デ ” の 判断 に よる た め だ 。 


め 茶 去 衣 可動 


* イ デ ” が 判断 する 善き 心 に 近い 子ども た ち 
の 純粋 な 自己 防衛 本 能 に 連動 し て “イデ” は 
自ら の 力 の 一 部 を 発現 する 。 子 ども た ち は 「 守 
る べき 」 存 在 な の だ 。 

発現 に は 、 さ ま ざ ま な 形 が ある 。 あ る 時 は 
イデ オン や ソロ シッ プ を 守る バリ アー と な り 、 
また 、 パ ワー アッ プ し た りす る 。 ルウ 、 ア ー 
シュ ラ 、 フ ァ ー ド が イデ オン に 乗り 込み 、 キ 
ジェ の ゲル 結果 攻撃 で 苦し ん だ 時 に は 、 両 腕 
か ら 突 然 、 光 の 剣 一 イデ オン ソー トド が 伸び 
ビシ ンチ を 脱し た 。 

純粋 な 自己 防衛 本 能 は 、 子 ども た ち だ けが 
持つ わけ で は な い 。 ス テッ キン スタ ー で の キ 
ジェ の 意志 に も 連動 し て いる 。 つ まり 、 広 範 
囲 の 生命 体 と の 連動 が 可能 な の で ある 。 

これ ら の 発現 の 理由 に は イデ? 本 体 の 防 
衛 も 含ま れ て いる 。~ イ デ ” も 自選 を 外敵 か ら 
守り た い の だ 。 無限 の カカ を 持つ と は いえ 、 存 
在 を 脅かす も の に 対抗 する の は “イデ ” で も 
人 間 も 変 わら な い 。 ま た イデ ” の 判断 で 発 
現し 、 た と えば ハル ル の 乗る ドロ ワリ ・ ザ ン を 
ソロ シッ プ に 引き 寄せ た り も する 。 これ ら は 
すべ て 、 最 終 的 な 発動 へ 向け て の ステ ッ プ と 
も いえ る の だ 。 


"イデ ” は 再び 流星 を 打ち 出し た 。 地球 と バ . 


ッ プ ィ タ ラン シン 双方 の 民族 を 掃討 する た め 
に 。 コ スモ た ち も 、 ド ババ た ち も 、 帰 る 場所 を 
完全 に 失 な っ て し まっ た 。 どちら も イデ 
の 力 を コン トト 昌一 ル す る た め に は 、 カ ララ の 
理想 と する よう に 、 和 解す る こと が 必要 だ と 
は 感 づ いて いた 。 だ が 、 人 の 業 は 戦い を や め 
き 世 よう と は ほ は し な か っ た 。 ソ ロ シ ッ プ は カラ 
ラ を 、 カ ー シ ャ を 、 仲 間 た ち を 次 々 と 失 な い 、 
バッ フ ・ ク ラン も イデ オン に 残 減 さ きれ て いっ 
た 。 そし て イデ” は つい に 発動 し た 。 
ガン ドロ ワ の スパ ー ク は コス モ を 含め た 敵 
味方 すべ て を 包ん だ が 、 同 時 に イデ オン ソー 
ド の 最後 の 輝き が ガン ドロ ワ を 切り 裂 い た 。 
こう し て 、 こ の 宇宙 か ら 知 的 生命 体 が 消 減 し 
た の で ある 。 これ は 、 単に 悪し き 人 間 た ち を 
殺す た め の も の で は な か っ た 。 善き 形 で の 人 
類 の 再生 の た め の 、 最 終 的 な プロ セス だ っ た 


き 続 ける の で ある 。 


地球 、 バ ッ フ ・ ク ラン の 全 人 類 の 意志 は 、 今 や と ある 宇宙 に 集結 
し つつ あっ た 。 キ ギ キジ ェ と シェ リル が 、 ダ ラム と ハル ル が 宙 を ゆく 。 
最後 まで 目覚 め な か っ た コス モ の 魂 も 、 カ ー シ ャ と キッ チン の 暖か 
な 誘い で 翔 び た っ た 。 そ し て 、 全 人 類 の 意志 は 、 メ シア に 導 か れ て 
新た な る 惑星 へ と 旅立っ つて いっ た 

^ イ デ ” は 歴史 を くり 返 そ うと し て いる の だ 。 両 星 の 人 類 を 融合 さ 
せ た 意 志 は 、 や が て 原生 生物 か ら 複雑 な 構造 を 持つ 生物 へ 、 さら に 
中 乳 類 へ 、 人 類 へ と 進化 し て ' 、 
いく だ ろう 。 そのため に は 数 
俺 年 は か か る だ ろう が 、 次 こ 
そ は 善き 形 の 人 類 に 再生 し て 
くれ る だ ろう と “イデ ? は 信 
し も いた の だ 。 こ う も そ も 。 記 
間 と 時 間 と 共に “イデ は 生 


踊 省 に 分 


べ ベス と カラ ラ の 間 に 愛 が 生ま れ 、 そ れ は や 
が て 新しい 生命 の 誕生 に 結び つい た イデ 
の 場 の 中 で 生ま れ た 子 ーー メ シア は 、 ル ウ よ 
り も さら に 純粋 な 、 よ り “ イ デ ” に 近い 存在 
だ っ た 。 メ シア を 媒介 に 、 地 球 と バッ フ ・ ク 
ラン の 和解 を 望ん だ “イデ ” は 、 カ ララ を 父 
親 ド ババ の も と に テレ ポー テー ショ ン さ せ た 。 

この こと は “イザ” に と っ て も 大き な 央 け 
だ っ た 。 も し 対面 に よっ て 革 き 道 が 切り 開け 
れ ば 、 人 間 た ち す べ て を 絶 減 さ きせ る こと も な 
く な る か ら で あ る 。 

だ が 、 こ の 試み は 失敗 に 終わ っ た 。 戦い を 
さけ られ な い 人 間 の 業 の た めか 、 そ れ と も 一 
度 流 され て し まっ た ら 上 止め られ な い 弱 さ の た 
9 いい 浩和 で も を な 夫 ニー オデ ー に と っ て デメ 
シア は 重要 な 存在 だ っ た 。 な ぜ な ら ば 、 メ シ 
ア は 次 な る 再生 の た め に は 、 ど うし て も 必要 
だ っ た の で ある 。 


そら 


大 地 は ひと 時 ふる え 、 船 は 天 へ 昇る 。 これ より 先 は 闇 の 世界 、 こ れ よ り 先 は 戦い が 待つ 。 それで も 上 昇 する 船 の 中 で 、 人 々 は 痢 を 見 すえ る 。 
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水 遠 と も いえ る 長い 時 間 の 果て に 、 宇 宙 は 光り 輝く 。 生 命 が 
を 生み 、 風 や 陽 や 空 が それ を 育み 、 や が て 風 や 陽 や 空 の 正体 を 
極め る 知性 が 生ま れる 。 彼ら は ヽ 、 た つの 大 地 の 上 に 育ち 、 ふ た 
つの 大 地 か ら 交 び 立っ た 。 時 間 と 空間 を 超え て 、 ふ た つの 生命 
体 は 一 点 に 集まる 。 巨大 な 流星 と 不思議 な 伝説 に 導 か れ て … o 
や が て 、 ひ と つの 星 か ら 和 炎 が 上 が る 。 それ は 、 文明 と 文明 、 生 
命 と 生命 の 戦い と な り 、 癌 方 へ 広がっ て いっ た 。 生命 が 生命 を 
滅ぼす こと が 、 彼 ら の 故郷 に 破壊 を も た らし 、 な お 彼ら を も 未 
和 H の 地平 線 の 果て へ と 導い て いっ た 。 
その 戦い は 、 今 、 宇 宙 の 片 す み で 、 最 後 を 迎え よう と し て いた 。 
ぶた つの 生命 体 が 、 自分 た ちの 業 に 気づい た 時 に は 、 彼ら を 見 
つめ て いた 意志 の 力 が 解放 され て いた 。 光 は 、 す べ て を 押し 包 
すべ て を 未知 の 事象 の 果て に 押し 流し た 。 彼ら の 遠い 先祖 
が 、 そ れ ぞ れ の 海 に 生ま れ て か ら 、 氷 遠 と も いえ る 長い 時 間 の 
果て 今 、 宇 宙 は 光り 輝い た 。 
を も し で 、 4 再び 小さ な 量 へ と 降り 注ぐ 。 
それ は 、 や が て 生命 と な り 、 こ 続く 生命 を 生み 、 0 
に 育ま れ “… ビッ ク バ ン か ら "の じ め た 時 の 流れ の 中 で 、( 
ん の 少し だ け 違 っ た 歴史 を 作る 。 


@ ソ ソロ シ ッ ン ブ プ の 軌 王 


SOtO 5Hil 


7 リオ し ルル 3 る 393 月 の メカ の 発 参 現場 もち 」 パ ツア カリ の W の 
攻撃 に [さら され た 。 選 難 場所 と し て 、 コ スモ た ち は 、3 台 の メ 


こ 乗 る 。 : 1 ルカ 8 放 // 
カ に 乗る 。 その 時 、 メ カ の ゲー ジ が 輝き 、 3 台 は ひと つ に な っ ソロ 星 第 1 発掘 現場 


ソロ 星 の 人 々 は 、 炎上 する ニ 
ュー ロビ ピア を 後に 、 第 2 発掘 現 


場 の 宇宙 船 へ 避難 し た 。 戦い は 
ソロ 星 第 2 発掘 現場 涼し (な s。 
っ “ 7 Ca へ mm い ヽ ぃ 

和 共 DS ドラ イブ に う て いた 

ツ 司 ア 相 用 び 立 つの 。 和 し 人 C、 宣 大 間 


疾病 VO の WM 容 競 ん る た 。 


脱出 し た シェ リル た ち を 人 質 に 、 ド ク は 、 
イデ オン を 要求 。 コス モ は 、 空 の 宇宙 服 を バ 


-※ 軸 M 上 
イロ ッ ト に 見 せ か け 、 イ デオ ン 内 部 に ひそ も む 。 ma 4 に 
そし て メイ ンコ ント ロー ル を 再び 手 に 入れ た 。 イデ オン 奪回 作戦 


対 ド ロワ ・ ザ ン 戦 
ソロ シッ ププ の 起す 空間 の 巻 み が 、 
ハル ル の ドロ ワウ ザン を 接近 き 選 た 。 


TV 


OO 
タタ を 調査 し た シェ リル は 、 バ ッ フ 
・ ク ラン の 攻撃 の 中 で 倒れ た 。 そ 
れ を 救っ た の は 、 キ ジェ で あっ た 。 


ソロ シッ プ が 立ち っ た キャ ラル て 、 国語 還 証 NO 
コス モ は キッ チン と 知り あっ た 。 し か 請 語 語 還 還 議 ーー ーー GE 


し 、 コ スモ が 淡い 想い を よせ た 彼女 も 、 い 和 6 6 ROW | ox キ ヤ ラ / レ 是 悲 劇 | 


戦い の 中 に 消え て いっ た 。 


巨大 な 粘着 性 の ある 葉 が し げ る ステ ッ キ ンス タ 
ー で 、 キジ 少 ェ は イデ" の 灯 き を 見 て 死ん だ 。 


MMrMM "WIL レシ II LM Mn Un 
W 寺 和 神 の WDW あの た 人 だ が 。、 ド /W( は 、 の 
ウ 條 対 L (貞和 大 所 用 必 の 材 傘 は DD いん ル WL ま の 


父 、 そ し て 娘 al/ 和 有 的 。 重り! 計 (// 


ソン ソロ シッ プ は 、 彗 星 の 進路 上 に 
読 い こま れ た 。 その 時 、 シ ェ リ ル 


が ルウ を つれ イデ <* と 対話 し よ 還 間 半 2IINI | || L/ 悦 際 2 つ マ 人 4 = キ ヽ 、 
うと 甲板 に 現れ た 。 SKI < の MA で 人 信 匠 星 接近 


ハル ル は 、 ソ ロ シ ッ プ 内 に 侵入 、 妹 の カラ ラ と 出 会 
つ だ だ 。 の カグラ ウ 和 の が けり け 宙 、 ルル の の" ム が 伸び 、 カラ 


姉妹 一 ノ ソル レル と カフ プン の サン バイ ザー が 砕け る 。 
対 バ イラ ル ジ ン 


すでに 故 卿 を 失っ つた ぶさ 、 た つの 種族 は 、 な お 
も 激しい 戦い を 続け る 。 


ドイ デ * の 示す 光 点 へ 、 イ 
天 ボ と ソロ シップ は 病 5S 


か の ドロ ワウ を 前 穫 に 、 9 本 さ ヽ フ DWR 
は に ( 」 し の | カン ト ロワ リー 最後 の 戦い 
“ そし て ヾ ご イデ? は その 力 を 現し た 


【 


星々 は 暗黒 に ちり ば め ら れ 、 静 か 
に 時 の 流れ の 中 に た ゆ と う 。 その 
静寂 を つい て 、 ソ ロ シ ッ プ が ゆく 。 
すでに 故郷 は 還る べき 土地 で は な 
く 、 目 的 地 す ら 見 失っ た 更 し い 逃 
亡 の 旅 で し か な い 。 

イ 欠 ほ 。、 枯 らら を 、 そ し て が た つの 
地球 に 住む 人 々 に 何 を 望む の か ? 
無限 の 力 の 発動 は 、 何 を 減 ぼ し 何 
を 生む の か 答 は 聞 の 彼方 に 溶 
は こみ 、 心 に 欄 准 

れ た 。 イ デ は 、 も は や 人 知 の 外 に 
あっ た 。 
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ソロ シッ プ は 、 果 て し な い 光 亡 を 続 
けた 。 もし て 。 バド タダ ャ ィ 夕 学 光 長 。 款 
押 に ソロ シッ プ を 追っ た 。 戦い は 、 地 
球 植民 星 キ ャ ラル で 、 コ スモ が 淡い 想 
い を よせ た キッ チン を 、 シ ェ リ ル の 愛 
し た ギ キジ ェ を 倒し 、 な お も 続い て いた 。 

そん な 時 、 ソ ロ シ ッ プ か ら カ ララ と 
ジョ リバ の ふた り が 消え た 。 イ デ の 意 
忘 で あっ た 。 ぶ た り は 、 和 平 へ の 最後 
の チャ ンス と し て 、 ド バ 総 司令 の も と 
へ 移動 きせ られ た の だ 。 し か し 、 ド バ 


0 
0 


5 ・ 
上 に で 


は 、 す で に ベス の 子 を 宿 し て いる カラ 
ラ に 、 径 り を あら わ に する だ け で あっ 
た 。 一 方 、 ソロ シッ プ グ は 、' イ デ の 示し 
た カラ ラ た ちの 位置 へ 急い だ 。 コス モ 
た ち は 、 イ デオ ン を 駆っ て 救出 に むか 
う 。 だ が 、 そ の 目 の 前 で 、 ふ たり の 乗 
る 小型 艇 は 、 追 撃 の ビー ム に 貫 か れ た 。 
「 な ぜ 戦 う / な ぜ 殺 す /」 

コス モ は 叫ぶ 。 それ は 、 ほ ん の 小さ 
な 存在 の 、 大 き な 生 へ の 叫び で あっ た 。 
イデ は 、 ふ たり を 守っ た 。 カ ララ の 腹 


部 か ら の 光 が 、 バ パリ アー と な っ て 、 ジ 
ョ リバ を も 包ん で いた の だ 。 

ド バ は 、 接 近 す る 彗星 の 核 へ 、 ソ ロ 
シッ プ を 誘い こみ 激突 させ よう と 考え 
た 。 ソ ロ シ ッ プ を 誘導 する た め に 、 重 
機動 メカ が 攻撃 を 繰り 返す 。 彗星 に 気 
づい た コス モ は 、 破 損し た ハッ チ を 破 
り 、 イ デオ ンカ ン を むけ た 。 そ の 時 、 
イデ オン の 前 に 、 ル ウ を 抱い た シェ リ 
ル が 現れ た 。 イ デ と 対話 す るー 一 それ 
は 、 シ ェ リ ル の 最後 の 望み で あっ た 。 


っ 


NN 


【、YWWWP 


Ne 


な い 逃 亡 の 中 で 、 コ スモ は 愛す る 少女 キッ チン を 失っ た 。 キ ジェ も また 、 シ ェ リ ル を 残し て 死ん で いっ た 。 


NM 


果て し 


「 な ぜ 闘 う ノイ デ が 開放 し た ら ど うな る か 誰 も 判っ て な いん だ /」 


リバ パ は 、 イ デ の バリ アー で て 死地 を 送れ た 。 


彗星 か ら の 宇宙 塵 は 、 シ ェ リ ル を ズ 
タ ズ スタ に 引き 裂 い た 。 そし て 、 その 体 は 
イデ オン ガン の 余震 に と りこ まれ て 消 
し て いた 。 そ の 時 で あっ た 。 ソ ロジ シッ 
プ か ら 発 生 し た 流星 群 が 、 ふ た つの 地 
球 に 落下 し 、 そ の 人 口 の すべ て を 消し 
さっ た の は …。 それぞれ の 故郷 の 死 は 、 
遠のく 通信 で 、 ソ ロ シ ッ プ の クル ー も 、 
ド バ も 知っ た 。 

その ソロ シッ プ の 甲板 で 、 カ ララ は 、 
ルウ を 捜し て いた 。 ルウ の 生存 は 、 カ 
ララ の お 腹 の 赤 ちゃ ん が 教え て くれ た 。 
ソロ シッ プ の 無事 を 知っ た ハル ル は 、 
小型 メカ 、 ジ ョ ング に よる 白兵戦 を 決 
心 し た 。 ソ ゾ ソロ シッ プ を 囲ん で 、 ハ ルル 
の 部 隊 が デス アウ ト す る 。 たちまち ソ 
ロ シ ッ プ の 甲板 に 、 パ ワー 不足 に な っ 
た イデ オン の 周囲 に 、 無 数 の ジョ ング 
が 隆 り 評 っ た 。' 征 内 で は 、 ア ーシュ ラ 
アー まで が 、 読 を 取っ て パッ フ 
・ ク ラン を 迎え 撃っ た 。 イ デ の バ パワー 
は 、 カ ララ と ルウ の いな く な っ た 今 、 
最低 レベ ル に 近づい て いた 。 ジ ョ ング 
は 、- な お も イデ オン に 取り つく 。 

その 時 、 カ ララ が ルウ を 発見 し た 。 
カラ ラ の 腹心 の 輝き は さら に 増し 、 ソ 
ロロ シップ 全 栖 を も みこ ん だ 。 それ は 、 
ハル ル の 腹心 キラ ルル と トロ ロフ の ザ 
ン ザ ・ ル ブ プ の ビー ム を は ね 返し て いた 。 

コス モ は 、 敵 の ジョ ング を 奪い 、 カ 
ララ と ルウ を 船 内 へ と 連れ 戻し た 。 船 
内 に 侵入 し た バッ フ 兵 を 倒し 、 コ スモ 
は よう や くん プリッ に た どり つい た 。 
それ と 同時 に 、 ソ ロ シ ッ プ は 再び 亜 空 
間 へ 脱出 し た 。 

ハル ル は 、 イ デ 発 動 の 中 心 に カラ ラ 
が 春 他 まる と に 無い た 。 カサ ララ を 
狙え ば 良い 。 ま た 、 ド バ も 超新星 の エ 
ネル ギー を 利用 し た 兵器 、 ガ ンド ロワ 
の 使用 を 指示 し て いた 。 

カラ ラ の 妊娠 を 知っ た クル ー は 、 そ 
の 胎児 が イデ の 中 心 で ある こと を 確信 
し た 。 カラ ラ の 子 は 、 誰 いう と かく 〈《 メ 
シア と 呼ば れ 、 メ シア 中 心 の 防御 ライ 
ン が 形成 きれ た 。 そ じ て 、 ほ ん の むせ と 
時 の 安 ら き の 後 、 再 び 戦 い が 始 まっ た 。 
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カラ ラ も ルウ も 無事 に 救出 され た 。 
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性 が ソロ 域 か 
甲板 を は が 
クラ ン の 戦闘 メカ が 続々 と 前 いか か っ 


NS 


ハバ ソ ッ フ 


流 


姉 と 妹 
ふた リ り の 同 に : 


キラ ルル 、 ト ロロ フ の いぶ 、 た り を 連 
ハル ル は ソロ シッ プ 内 に 突入 し た 。 ソ 
ロ シ ッ プ 内 の 防御 が いち ば ん 厚い 所 
やら ララ が いる 。、 0 小 ル は 、 そう 3 
考え て いた 。 ハ ルル た ち を 発見 し た ロ 
ッ タ は 、 前 衛 の トロ ロフ を 倒し た も の 
の 、 キ ラル ル の 銃 に 消し 飛ん だ 。 

そし て ハル ル は 、 今 、 目 の 前 に 、 如 
の 姿 を 見 た 。 姉妹 は 、 お 互い に 銃 を む 


を 砕い た 。 即 玩 Kc あ 久 た 。 ハ ルル ば 
それ で 目的 を 達し どこ ロッ ラプ 


ブ プ から 引き 上 げた 。 【 関 較 し 、 カ ララ は 
死ん で も 、 そ の 体内 に 息づく 小さ な 魂 
は 死ん で いな め た 。 カ ララ の 体 か ら 
再び 光 が 発 し 、 腸 か く ゆ れ て 広がっ た 。 
ソロ シッ プ は 、 第 二 波 の 攻撃 の 中 か ら 
亜 空間 へ 脱し た 。 し か し 、 最 大 の 戦い 
彼ら を 待ち うけ て た の だ 。 。 
ハル ル は 、 父 下 バ の 前 で 、 カ ララ 条 
害 を 報告 し た 。: その 行動 の 底 に 、 べ ベス 


と の 愛 を 実ら せ た カ ララ へ の 辺 始 が あ 
SI た ・ 


ムー 前 衣 


Py 1 きま じ 
い 戦 い 人 は ソロ シッ プ 内 の カー シャ を 


) 倒 亜 空間 航行 中 の ハル ル を 消滅 さ 


生 指 た 。、 て し で 、 イ デオ ン と Zn シッ プ 
の 前 に 、 巨 大 な 最終 兵器 ガン ドロ ワ の 
姿 が 現れ た 。 SS 


AM 
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も は や 戦い は 人 の 意地 と 憎しみ だ け で 続い て いた ……。 


カラ ラ か ら 発し た 暖か い 光 は 、 敵 味方 を 問わ ず 、 戦 士 た ち に 拡がっ た 。 T 私 た ち は / な ぜ 生 き て きた の 1!7」 
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イデ オン の 見 つけ た 巨大 な 影 は 、 ソ 
ロロ シッ プ の レー ダー に も 灯 き と な っ て 
現れ た 。 それ は 、 す で に ピー ム を 発射 
し て いる ガン ド ・ ロ ワ で あっ た 。 

ム は 一 条 の 光 の 硫 と な っ て 、 

ウッ プ に 。 イ デ ォ オン に 、 そ し て バッ フ ・ 
クラ ン の 攻撃 隊 に ぶつ か っ た 。 ソ ロ シ 
0 の オデ ナジ は ほ は 。 か ろう じ て パ オデ の 
バリ アー に より 消滅 は まぬがれ た も の 
の 、 そ の 戦力 は ほとん ど 失 っ て いた 。 

その ソロ シッ プ の 中 で 、 カ ララ の 体 
が 光 に 包ま れ 、 空 中 に 浮か び 上 っ た 。 
イデ の 発動 は 、 す で に 始ま っ て いた 。 

イデ は 、 コ スモ に ドド バ の 存在 を 示し 
た イキ オン シン と ツ ロ ルッ プ は 、 必 つ い 
た 体 を デス ドラ イブ で 、 ド バ の 乗る バ 
イラ ル ・ ジ ン の 正面 に 出現 きせ た 。 コ 
スモ と ド バ は 、 ほ ん の 一 瞬 に 互い に 思 
3 か 

「 憎 し み を 根絶 や し に する た め に …」 
「 我 ら を 戦わ せ た と いう の か /」 

その 答 は 、 イ デ の 意志 の 中 に 用 意 さ 
れ て いた 。 ド バ パ は 、 プ リッ ジ で 戦い を 
非難 する 士官 た ち に 殺さ れ た 時 、 そ れ 
を 知っ た の か も し れ な い 。 

ソロ シッ プ の 中 に も 、 息 の ある 者 は 
人 ど ん どい な か っ た 。 そ に もそ イ オデ オン 
も また 、 ガ ンド ・ ロ ワ を イデ オン ソー 
ド で 断ち 切っ た 瞬間 、 そ の 白熱 の 光 の 
中 に バラ バラ に 分 解 さ れ て いっ た 。 


深い 間 と 星 の 光 の 中 に 、 今 、 新 し い 
光 が 無 数 に 生ま れ た 。 光 は 、 宇 宙 を 駆 
け 、 や が て 集合 し た 。 そ れ は 、 ギ ジェ 
で あり 、 シ ェ リ ル で あり 、 さ ら に ドド バ 
や ハル ル た ちの 形 を し て いた 。 彼ら は 
の タン デ と と も に 放 2 と う も で いそ ゆい 
た 。 そ し て 、 コ スモ も また 、 キ ッ チ シン 
や カー シャ と 、 光 の 集団 の 中 に 入っ て 
いっ た 。 メ シア と ルウ が 、 そ れ ら の 光 
の 先頭 に 立っ た 。 光 の 群 は 、 や が て 小 
さ な 恒 星系 の 、 小 さ な 惑 星 に 降っ て 、 
滴 ん て いっ た 。 

惑星 表面 一 一 波 が 寄せ 、 波 が 返す 。 
鳥 が 飛び 、 陽 が 輝く 。 繰り 返し 、 繰 り 
返し …… ま た 、 歴 史 が 始ま る 。 


映画 ' 伝 説 王 神 了 イデ オン 」 の 打 入 り バ パーティー は 、 昭 
和 56 年 11 月 、 日 本 サン ライ ズ の スタ ジオ 近 ぐ の 某 レ スト 
ラン で 行わ れ だ 。 参 加 し だ の は 、! 伝 説 巨 伸 了 イデオン 」 の 
スタッフ 下 員 で 、 富 野 総 穫 首 、 洋 川 ア ニメーション ・ デ 
ィ レ クダ ー、 長 谷川 プロ デュ ユー サー な ご を 中 届 に 、 映 画 


化 へ の 決意 を 固め だ 。 
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映画 『 伝 説 区 神 イ デ 
MM』 04 放 AU MM 
UM WI 
緑 (人選 陽 避 」 の 2 有 曲 。 
員 ぬ めも 者 災 且 ( 品 果 
維 監 督 の 作詞 ペン ネー 
ム ) すぎ や まこ うい ち 


MMMMMMMMMM//// 同和 MMMM/0 


作 調 。、 作曲 。 次 は 、 ジ ジャ ズ 界 の 新進 ボー 
箇月 的 人 ト / 小 原 矯 仙人 の 桶 人 朋 の 恩人 の 
逆 rm7 7 MM 団 OO0M7U 7 人 W 航 衝 70M 
MMW(HIIA 用 町 末 拓 
旨 則 ) WM 前 (OM 7 
( 員 抽 作 其 逢 記 身 の 矯 和 人 舟 表 人 WW 
My た 7// 
py (用 2 
目指 LU 和 UM 放 (MM 且 (人 用 肢 W0 朋 全休 
民 ) 向 の 不 W 肌 人 必 MU 夫 の WI 他 
m リ ル グ の リア ウイ 』、 伸 秘 き か 棚 ゅ か の が 
MC rmiw li 
婦 志 Q」 の の 明 か 琴 り 7 四 原 有明 衝 の 二 ( は 
MM 2 旨 4 訂 MM し ん 
向丘 抽 中 有 生 MM 


押 伝説 巨神 イ 
ズ が 終了 し だ 時 


81 年 12 月 8 日 、 東 京 ・ 銀 
座 "エス カル コ ” に て 、 映 
ーー UMMUOPDDWD の デ 還 韻 田 伝説 巨神 イデ オン 」 の 
刈り 作 発表 記者 会 見 が 行わ れ 
SC あ で 、 アニ メメ 埋 旧 3 
誌 な ど で は 、 す で に 映画 製 
作 の 情報 は 流さ れ て いた が 、 
正式 な 発表 は これ が 初め て 。 
話題 を 呼ん を だ 『 ガ ンダ ム ,」 
の 富野 総 監督 の 作品 と あっ 
て 、 記 者 席 か ら は 多く の 質 
癌 が 飛ん だ 。 


ゝ 上 四 滑 抽 作 人 表 


T 伝 昌 析 オ デ オン 」 の 作 呈 は 、 テ レビ レリーズ 放映 了 後 か 
- ら 続け られ て いた 。 富野 総監 督 の も と 、 湖 川 ア ニメーション ・ デ アー 
ィ レ クタ ー た ち 作 画 ス タッ フ は 、 時 間 の 都合 で テレ ビシ リー ズ で 
は で き な か っ た きめ 細か い 画 面 を 目指 し 、 美 術 ち それ に マッ チレ 
た 手 の こん だ 出来 と な っ た 。 ま た 、 吉 叉 で も 時 間 の か か る 特 珠 


_ 料 に キャ ラク ター の 動き 、 
- いえ る 出来 ば え で 、 そ の 表情 、 
が 表れ て いる 。 日 本 サン ラン 
"イィ 


間 護 / ル て 


ら の 和 和 や 


映画 伝説 巨神 イ デオ ン , の 声 
の 演技 陣 は 、 フ ァ ン の 強い 希望 も 
あり 、 イ メー ジ を 変え な いた め に 
も 当然 シリ ー ズ に 登場 し た 声優 で 
キャ ステ ィング ダ 。 デレ ビシ リー ズ 
か ら の ファ ン も 、 自 分 の 作り 上 げ 
た イメ ー ジ か ら 離 れ な い コ スモ や 
バス に 革 え る こと に な っ た 。 アフ 
レコ は 、 6 月 初旬 に 行なわ れ 、「 接 
触 篇 」「 発動 篇 」 と も 、 無 事 に 録音 
が 終了 。 それ ぞ で れ の キャ ラク ター 
に 、 生 命 p が 宿 つた 。 


導 楽 を 担当 する の は 、 テ レビ シリ ー ズ の 音楽 を 作曲 し 『 交 
加 曲 イデ オン 。 を 作り あげ た すぎ や まこ うい ち 。「 ア ニ メ と 


いう 若い 人 に は 耳 近 な メア ディア の 音楽 で すか ら 、 絶 対 に 手 や 


ご 


ぬき は で き な い 」 と 記者 会 見 で 決意 を 語っ た 通り 、 導 楽 と 
に 1 NM 

は 稀 異 的 な ヒッ トチ ャ ー ト に 載っ た と いう 事実 も 、 こ れ を 
ば 了解 で きる と いう も の 。 映画 「 イ デオ ン 』 は 、 アニ メ を 
超え た 絆 と 、 ア ニ メ 音 楽 を 超え た 音楽 で 、 そ の 魅力 を 増し た 。 


/ 


て ベト ヽ 


「 じ で へ 
を 胃 


NH 


オン 」 バッ ダグ リア 
われ た 。 集まっ た の は 「『 イ 
の 企画 アイ デア た る 
うな も の が いっ ぱい 
イデ ォ キオ キン ・ フ ラファ ン バ 
瞬間 だ っ た の だ よ 。 


4 月 17 目 | グル ジグ ぼ よ る 「 イ デ 


の 打ち 合わ せ が 松 竹本 社 て 
デオ ン , の ララァ シク ラブ の 缶 々 。 そ 
や 、 大 人 の 思考 を バ 
で 、 ス タッ フ は 完全 に 押さ れき ぎみ 。 
ワー が 、 映 画 公開 に むけ て 発動 し た 


テル に す る よび 


『 伝 説 巨神 イデ オン 」 で 、 夏 の 盆踊り を 楽し ん じゃ え と いう の 
が 登場 。 こ れ が な ん と 映画 と 同じ 「 接 触 篇 」 
と 「 発 動 篇 」 の 二 部 構成 と きた 。「 接 触 篇 」 は 「『 東 京 音 頭 」 の か え 歌 、' 
「 発 動 和 含 」 は テレ ビシ リー ズ の オー プ ニ ン グ ・ テ ー マ 『 復 活 の イデ 


か どう か 「 イ デ 音 顕 」 


982 年 春 に その 物語 に ピリ オド を 打っ た 『 機 動 戦士 ガ ンダ ム 」 
は 、 キ ミ た ちの 記憶 に まだ 新しい と 思う けど 、「 ガ ンダ ム ・ テ 
レフ ォ ン ・ ジ ョ ッ キ ー」 と いう 情報 電話 が あっ た の を 憶え て 
いる か な !? 『 イ デオ ン 」 で も 、 同 じ 趣 向 で 情報 を 流し た ん だ 
けど 、 こ れ が 『 ガ ンダ ム 」 と は 一 転 し た ムー ド を 持っ て いた 。 
『 ガ ンダ ム 」 の 時 は 、 今 や 有名 人 (? ) に な っ た 倉 佐 増 夫 ク 
ン な ん て 、 ま ん ま 根 暗 少年 が 登場 し た り で 、 ま っ た く 〈 の 根 暗 
ムー ド 。 今回 も ファ ン の 作る ジョ ッ キ ー だ が 、 ム ー ド ーー 新 / 
明る 〈 く 明る くい っ た わけ 。 名 づけ て 『 明 る い イ デオ ン 」 と き 
た か ら 、 そ れ は も う 超 新星 な み の 明 る さ 。 も っ と も 、 あ の 倉 
佐 ク ン も 、 2 度 ほど 未練 た っ ぷり に 登場 は し た の だ けど ね 。 


鶴 


オン 」』」 に 振り つけ が し て ある 。 5 月 5 日 の “ 打 入 り 祭 り ” で は 、 つ 
めか けた 数 百人 の ファ ン と スタ ッ フ が 、『 イ デ 音 頭 』 で 踊り まく つっ つた 。 


5 月 5 日 は 所 ども の 日 " な ん 


LO 生 今 両 い の の 寂 』 5 月 引 日 
ば は 4 の の 上 自選 か っ る ちゃ っ か た 。 
と いう の も ! イ デオ ン 打 入り 角 り 」 
が 東京 、 晴 海 で 開か れ た か ら 

の (は ちの 革 じ いい, この 月 の ファ 
ン バ ワ ー は すご か っ た 。 集まっ た 
ファ ン 数 百人 。 催し物 を 進行 する 
の も 、 そ れ を 見 る の も ファ ン と い 
う 、 こ れ ま で に は な が か っ の た パタ ー 
WT 誠二 MC ルリ まま も の ね わ 
け 。 も 朋 の ん A、 メイ ルル * 代 め ツア 
も 舞台 に 出 た が 、 そ の 時 の トミ ノ 


コー ル は 、 ま ん ま イ デ さ ま の カカ で 


は な か つた の か な 。 
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「『 イ デオ ン 打 入り 茜 り 」 は 、 ま ず 富 
野 総監 督 、 湖 川 ア ニメーション ・ デ 
ィ レ クタ ー、 そ れ に 映画 の イメ ー ジ 
ソン グ を 歌う 水原 明子 の パネ ル ・ デ 
ィ ス カッ ショ ン か ら 始 まっ た 。 これ 


介 は 、 す ご く マ ジ な 構成 だ っ た の だ が 


その 後 の プ ログ ラム は 、 す ぐに パロ 


WI が る も ルル 月 が 4 の オル ササ ァ レル 。 


な ん と 「『 お ちゃ ら け バネ ルディ スカ 
ッ シ ョ ン 」 と くれ ば 、 内 容 は いわ ず 
と 知れ た ハチ ャ メチ ャ ギャ グ に 終始 
する わけ で 、 会場 も わき に わい て く 
る 。 

その ノリ か た は 、 以 降 『 紙 し ば い 
いな ば の 赤 イ デオ ン j」『 コ スチ ュー ム 


縮 ショ ー」 と ボル テー ジ を 上 ば げ る 一 方 
昌 て 「『 明 る い イ デオ ン 」 の 公開 録音 や 


「 超 アマ チュ ア ・ ア ニ メ フ ァ ン 」 の 


| サウ ンド 部 門 の オー ディ ショ ン と な 


る 頃 に は 、 巨 人 軍 の 24 番 な み の セ ゼ セッ 
コー チョ ー/ その まま ティ スコ 
大 会 ,『 イ デ 音 頭 』」 と な だ れこ ん だ の 


さ 
ご 
ーO 


映画 も スタ ッ フ も 、 そ の 他 の サン ライ スズ 作品 も 、 
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